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普天間基地のグァム移転
の可能性について

日時：2009年11月26日（木）
場所：衆議院第2議員会館・第2会議室

普天間基地のグァム移転の可能性について

宜野湾市 基地渉外課

宜野湾市長 伊波 洋一
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普天間基地のグァム移転の可能性について

宜野湾市 基地渉外課

１．「海兵隊のグァム移転が司令部中心というのは間違い。
沖縄海兵隊の主要な部隊が一体的にグァムへ移転する。
普天間飛行場の海兵隊ヘリ部隊も含まれる。」

１．「海兵隊のグァム移転が司令部中心というのは間違い。
沖縄海兵隊の主要な部隊が一体的にグァムへ移転する。
普天間飛行場の海兵隊ヘリ部隊も含まれる。」

「再編実施のための日米のロードマップ」（２００６年５月１日）

「グァム統合軍事開発計画」（２００６年７月）

「沖縄からグァム及び北マリアナ・テニアンへの海兵隊移転の環境影響評価
／海外環境影響評価書ドラフト」（２００９年１１月）

「沖縄本島中部市町村長 グァム基地視察」（２００７年７月）

国防総省グアム軍事計画報告書（２００８年９月１５日）

米国海兵隊の軍事態勢（２００９年６月）
～米国海兵隊司令官ジェイムズ・コンウェイ大将 委員会証言～
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普天間基地のグァム移転の可能性について

宜野湾市 基地渉外課

１．「海兵隊のグァム移転が司令部中心というのは間違い。
沖縄海兵隊の主要な部隊が一体的にグァムへ移転する。
普天間飛行場の海兵隊ヘリ部隊も含まれる。」

１．「海兵隊のグァム移転が司令部中心というのは間違い。
沖縄海兵隊の主要な部隊が一体的にグァムへ移転する。
普天間飛行場の海兵隊ヘリ部隊も含まれる。」

●約8000名の第3海兵機動展開部隊の要員と、その家族約9000名は、部隊
の一体性を維持するような形で2014年までに沖縄からグアムに移転する。

●沖縄に残る米海兵隊の兵力は、司令部、陸上、航空、戦闘支援及び基地
支援能力といった海兵空地任務部隊の要素から構成される。

「再編実施のための日米のロードマップ」（２００６年５月１日）
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普天間基地のグァム移転の可能性について

宜野湾市 基地渉外課

１．「海兵隊のグァム移転が司令部中心というのは間違い。
沖縄海兵隊の主要な部隊が一体的にグァムへ移転する。
普天間飛行場の海兵隊ヘリ部隊も含まれる。」

１．「海兵隊のグァム移転が司令部中心というのは間違い。
沖縄海兵隊の主要な部隊が一体的にグァムへ移転する。
普天間飛行場の海兵隊ヘリ部隊も含まれる。」

●海兵隊航空部隊と伴に移転してくる最大６７機の回転翼機と９機の
特別作戦機ＣＶ－２２航空機用格納庫の建設、ヘリコプターのランプ
スペースと離着陸用パッドの建設」の記述があり、すなわち
普天間飛行場の海兵隊ヘリ部隊はグアムに移転するものである。

「グァム統合軍事開発計画」（２００６年７月）
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グァム統合軍事開発計画概要①

(空軍基地)
(海軍基地)
(安全確保ライン)

アンダーセン
空軍基地

◆空軍イニシアティブ
・グローバルホーク
・タンカー（空中給油機）
・ローテーション配備戦闘機
・爆撃機

◆ノースランプエリア
・海兵航空戦闘部隊（ＡＣＥ）
・海軍ＨＳＣｰ25
・特殊作戦中隊

◆サウスランプエリア
・ＡＣＥ独身兵宿
・ＱＯＬ関連施設
・ターミナルの拡大

アンダーセンサウス訓練施設

バリガダ陸軍旅団司令部大隊施設

海軍病院

アンダーセン空軍基地
ノースウエストフィールド
・空軍簡易着陸訓練
・レッドホース
・海兵隊回転翼機遠隔着陸訓練

兵器基地
訓練施設

アプラ港
海軍基地

・前方展開艦船
・新支援船プラットフォーム
・原子力空母（暫定）

フィネガヤン
・大規模合同コミュニティー・大規模射撃場

普天間基地のグァム移転の可能性について

宜野湾市 基地渉外課
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グァム統合軍事開発計画概要②

（アンダーセン空軍基地開発計画）

空軍ファイタータウン
海兵航空戦闘部隊／多任務航空機

爆撃機

戦闘機

戦闘機
武器搭載

グローバルホーク

航空機搭載エリア拡大

消防署増設

ターミナル拡大

家族用住宅建設／インファル

海兵航空戦闘部隊
独身用兵舎

（凡例）

（国防総省所有地）

（安全確保ライン）

（滑走路地上エリア）

（環境懸念エリア）

（グァム統合軍事開発計画
イニシアティブ）

（国防総省以外の所有地）

（騒音コンター）

（アンダーセン空軍基地）

普天間基地のグァム移転の可能性について

宜野湾市 基地渉外課
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グァム統合軍事開発計画概要③

（アプラ海軍基地開発計画）

（アプラ海軍基地）

LSD:ûĝëïĎĜÿòĜ͚ċêïăĎî÷ČĜėï
LHD:óýî÷ü
LPD:ûĝìĈïᾰ

普天間基地のグァム移転の可能性について

宜野湾市 基地渉外課
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普天間基地のグァム移転の可能性について

宜野湾市 基地渉外課

１．「海兵隊のグァム移転が司令部中心というのは間違い。
沖縄海兵隊の主要な部隊が一体的にグァムへ移転する。
普天間飛行場の海兵隊ヘリ部隊も含まれる。」

１．「海兵隊のグァム移転が司令部中心というのは間違い。
沖縄海兵隊の主要な部隊が一体的にグァムへ移転する。
普天間飛行場の海兵隊ヘリ部隊も含まれる。」

～アンダーセン空軍基地副司令官のブリーフィング～

● ６５機から７０機の海兵隊航空機がくることになっているが、
機数については動いていて確定していない。

「沖縄本島中部市町村長 グァム基地視察」（２００７年７月）

アンダーセン空軍基地




